
霜
月
に
思
う

木
枯
ら
し
１
号
も
吹
き
抜
け

す
っ
か
り
冬
の
様
相
で
す
ね
。

９
月
議
会
が
終
わ
っ
て
か
ら

も
、
決
算
特
別
委
員
会
や
次
期

５
か
年
計
画
特
別
委
員
会
、
農

林
水
産
振
興
基
本
条
例
制
定
に

向
け
て
の
Ｐ
Ｔ
会
長
と
目
ま
ぐ

る
し
い
毎
日
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
充
実
の
毎

日
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ト
ラ

ン
プ
氏
が
次
期
大
統
領
と
の
ニ
ュ
ー

ス
。
心
配
な
こ
と
は
山
ほ
ど
あ

り
ま
す
が
、
世
界
の
「
政
治
」

は
動
い
て
い
ま
す
ね
。
私
達
の

担
う
「
身
近
な
政
治
」
も
し
っ

か
り
と
動
か
し
て
い
き
ま
す
。

９
月
定
例
会

主
な
内
容

９
月
定
例
県
議
会
は
、
県
農

業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
久
喜
試

験
場
で
県
独
自
に
ト
マ
ト
の
土

耕
栽
培
の
技
術
を
実
証
・
研
究

す
る
た
め
の
、
６
２
３
８
万
円

の
整
備
費
も
盛
り
込
ん
だ
１
２

２
億
７
７
２
９
万
円
の
平
成
２

８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案

な
ど
３
８
議
案
を
可
決
し
１
０

月
１
４
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

こ
の
整
備
費
は
、
県
が
イ
オ
ン

と
共
に
展
開
し
よ
う
と
す
る
、

Ｉ
Ｔ
Ｃ
を
活
用
し
た
初
期
投
資

に
５
０
０
０
万
円
以
上
も
か
か

る
と
言
わ
れ
て
い
る
水
耕
栽
培

の
実
証
・
研
究
と
合
わ
せ
て
、
県

内
農
家
の
約
９
割
を
占
め
る
土

耕
栽
培
の
実
証
・
研
究
を
進
め

る
こ
と
で
農
家
の
不
安
解
消
を

図
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
２
月
定
例
県
議

会
で
自
民
県
議
団
の
提
案
し
た

執
行
停
止
の
付
帯
決
議
に
対
す

る
一
つ
の
回
答
だ
と
言
え
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
は
、
八
ッ
場
ダ

ム
の
事
業
費
を
７
２
０
億
円
増

額
す
る
国
の
基
本
計
画
変
更
案

に
も
同
意
し
ま
し
た
。
私
は
討

論
に
立
ち
「
増
額
は
、
二
度
目

と
い
う
こ
と
も
あ
り
安
易
に
認

め
る
訳
に
は
い
か
な
い
が
、
八
ッ

場
ダ
ム
の
本
県
に
係
る
治
水
・

利
水
両
面
で
の
大
き
な
影
響
に

鑑
み
や
む
を
得
な
い
。
」
と
訴

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
日
も
早
い
完
成
を
望
み
ま
す
。

第３６号 チャレンジ通信 平成２８年

http://nakayashiki.net/
埼

玉

県

議

会

自

由

民

主

党

議

員

団

討
議
資
料

な
か
や
し
き
慎
一
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TEL 048-541-8110 FAX 048-541-0256

11月5日 自民党三支部合同大会開催

9月定例会 国の経済対策、安心･安全推進への補正予算
１２２億７，７２９万３千円 1兆8,933億2,924万4千円

●歩道・自転車レーンの整備などの推進
9億7,213万2千円

●さいたま水族館復旧工事 2億7,500万円
カメなどに触ることができるタッチングコーナーはより

タッチしやすく、また全方位型水槽の整備など、展示方法

も工夫し平成29年3月リニューアル全面営業を目指す。

●埼玉農業の競争力強化 6,238万円
次世代技術実証・普及センター（仮称）の整備など

<継続費（平成28年～29年度）1億4,433万6千円>

●物産観光協会の体制強化 3,482万8千円
物産観光協会が地域の観光づくりの舵取りなどのための

体制強化を支援するため。

補正後累計
補 正 予 算
一 般 会 計

９月１４日、国の平成２８年度第２次補正予算
に係る、「鴻巣駅東口駅通り地区市街地再開発事
業」整備促進に向けて、原口市長、再開発組合の
役員の皆さんと共に、末松国土交通副大臣のもと
に要望に出かけました。この活動は、国の社会資
本整備総合交付金について願い出た、２億８千２
４０万円の予算確保に向けた活動でした。今開か
れている県の決算特別委員会で確認したところ、
この交付金については、使い勝手の良さもあり全
国各地から相当数の申し出があり、市町村を含め
た本県分への執行額は概ね申請額の４０％代程度
と申請者にとって厳しい交付金だそうです。要望
はしたものの一体どんな結果になるのか私も気が
かりだったのですが、先月始め中根代議士から
「満額交付決定」との本当にうれしい知らせが届
きました。「ホッ」とすると同時に、地元の問題
にしっかりコミットしてくれた、自民党国土交通
部会長の中根代議士、私の呼びかけにすぐさま対

応いただけた原口市長、慣れない活動にご一緒い
ただけた組合の皆さんに改めて感謝しなければと
思いました。県議会議員として政治に携わらせて
いただき１０年、やっとこうした結果が得られる
ようになってきました。私はこれからもこうした
「実」を結べるように、国・県・市の流れをしっ
かり結び続けられるように、アンテナを高く上げ、
国・県・市の真ん中で奔走し続けてまいります。

9/14要望活動で国交省末松副大臣を訪ねました

鴻巣駅東口駅通り地区市街地再開発事業
整備促進に関する要望活動
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9月20日、有限会社中条農産サー

ビス（熊谷市）、榎本農園（上尾

市）、さいたまヨーロッパ野菜研

究会（さいたま市岩槻区）をお訪

ねした。

中条農産サービスは、田植えなどの受託作業をメインと

した機械利用組合としてスタート。平成15年の法人化を経

て、現在は93haまで圃場を拡大。体制安定のためにも150h

aを目指し規模拡大を検討している。

榎本農園は、貸し農場を展開をしている。特徴は、土地

を貸すだけでなく、栽培にかかる指導も行っていること。

決して大きいとは言えない面積でも、直売を旨とすること

で経営は成り立っているそうだ。

さいたまヨーロッパ野菜研究会は、さいたま市周辺のレ

ストランから輸入では鮮度の落

ちてしまうヨーロッパ野菜の栽

培を依頼され、事業へと進んだ。

生産と消費を結びつける新しい

形だと感じた。こうした展開を

県が公としてどう支えていくか

が今後の課題だ。

10月17日、掛川養魚場（熊谷市）、こ

だま森林組合（神川町）、さかい牧場

（深谷市）をお訪ねしました。

ホンモロコの養殖を手掛ける掛川養魚

場。水産研究所の人員削減で相談体制が

手薄になっているとの指摘をいただいた。

こだま森林組合は、「皆伐から始める森の若返りスピードアップ

事業」を進めている。60年を迎えようとする人工林が7割を占めるの

が本県林業の一番の特徴。木材の利用拡大が大きな課題である。

さかい牧場の属する武州和牛組合

は、月に200頭以上出荷している。産

地（埼玉県）のポテンシャルを最大

限に活かすには、県内にあるいくつ

かのブランドを統一し展開すること

が必要だとのこと。こうしたことに

こそ県の信用と力を使っていかなけ

ればならない。

10/26 上尾道路建設促進に関す
る要望活動

決算特別委員会審査終了後、浦和駅から電車に飛び乗り

今年から事務局が鴻巣市に移った「上尾道路建設促進期成

同盟会」の要望活動に合流しました。

JC時代から旧知の田中良生国土交通副大臣→石井啓一国

土交通大臣→大塚拓財務副大臣と建設促進に関する要望を

させていただきました。石井大臣を始めとするお三方から

上尾道路の重要性について言及いただけたことに安堵しま

したし、期待が持てるなと感じました。

地元選出の中根かずゆき自民党国土交通部会長、ご尽力

ありがとうございました。

編 集 後 記
いゃ～、急に寒くなってきましたね。ニュースでは早

くもインフルエンザの兆しとのこと。皆さんご自愛くだ

さいね。それにしても小生忙しい毎日が続いています。

そして、右に記載させていただいた通り１２月議会では

一般質問の機会までいただきました。１年３か月ぶりの

質問、充実したものとなるようただいま奮闘してます。

多くの方に傍聴いただければ勇気百倍です。 慎一

埼玉県議会議員

中屋敷慎一事務所
〒365-0039
鴻巣市東3-11-18-103号
電話 048－541ー8110
FAX 048ー541－0256

E-mail
challenge@nakayashiki.net

★県議会へのご質問、ご意見、

ご要望 承っております。

財務省 大塚拓副大臣訪問

国交省 石井啓一大臣 要望活動

11/5 自民党三支部合同大会
松野博一 文部科学大臣 講演
現職の松野博一文部科学大臣をお招きして「今後の教育行政につ

いて」様々なお話をいただきました。現職大臣による初めての市民

活動センターでの講演会でしたが、大変厳重な警備の中で行われま

した。県警の皆さん、鴻巣署の皆さんお世話になりました。

講演では、自己肯定感の低い日本の子供達を、急激な社会変化に

対応できる子供とするため、アクティブラーニングなどの手法を用

い、主体的に考える力や自ら動く力を育成していくなどのお話しを

いただきました。終了後、6名の方から質問を頂き、大臣と市民の皆

さんとの素晴らしいキャッチボールが

出来たことは主催者として何よりも嬉

しい出来事でした。そして、その質問

のどれにも的確明瞭に応える松野大臣

さすがだったです。大臣の「教育」に

かかる思いの深さ、私もしっかり受け

取りました。今後の自身の活動に必ず

活かしていこうと決意しました。

12月定例会一般質
問登壇のお知らせ！！
日時：12月8日(木)午前10時

※鴻巣から貸切バスを準備をしてい

ます。

直接県議会議事堂にお越しいただき

傍聴することも可能です。

お問い合わせは中屋敷事務所まで。

埼玉県農林水産振興基本条例

（仮）（案）ＰＴ視察

8/18 経済・雇用対策特別委員会視察
8月18日、バンドー化学株式会社は、ゴム・プラスチック製品メー

カーのパイオニアとして、明治39年の創業以来現在は、世界15か国

でグローバルに事業を展開している。同社は、埼玉県先端産業創造

プロジェクトの「ナノカーボン信州大学プロジェクト」に参加して

いる。ここでは、信州大学カーボン化学研究所が開発した高強度・

高耐熱・高耐久性を持ち合わせた樹脂を

工業技術に発展させ自動車部品・産業用

部品・資源開発用部品等を製品化する役

割を担っている。写真は、その一例、医

療機器への適応を説明いただいている様

子。実用化に向け、加速度的に取り組み

を進めてもらいたい。

NEW

国交省 田中良生副大臣訪問

農事組合法人FENNEL 小澤代表

武州和牛組合 塚田組合長


